
第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

１　人材育成の推進

資料3

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

0

0金額換算

00 0 0
改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0

443 0 0 5,517

②職員事務従事時間 実績時間 600 600 620 853

0 0 0 0

歳出 実績額 1,565 1,015 962 4,112

776 0 0 2,249

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

A
実績

ウ．臨時・非常勤職員の地方公務員法の趣旨に沿った任用
制度の整備

目標

イ．中長期的な人事計画の確立 B
実績

目標

ア．組織目標を基礎とした個人目標・役割の設定及びその評
価

全課

実施内容 人事評価の有効活用、計画的な人員の配置・調整 見込まれる効果
組織目標の実現に向けて個人の役割と必要人員を明確に
することで、最小の経費で最大の効果を上げるための組織
体制を確保することができる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度

・全職員を対象に人事評価を実施し、ブレイクダウン方式による個人目標の設定を行い、管理職との面接を通した実績管
理を行った。
・監督職以上を対象とした、会計年度任用職員制度に関する制度説明会を実施した。また、平成31年度当初予算をベー
スとした非正規職員の雇用予定の洗い出しと令和2年度の採用見込み調査を実施し、人員の見込み数の把握と人件費
の試算を行った。

令和元年度

・人事評価では、管理職との面接を通した目標設定・実績管理を行い、また、評価者研修では評価の技術的な部分を強
化し制度の定着を図った。
・会計年度任用職員について、給与や休暇等に関する条例・規則を整備した。また、事務処理マニュアルを作成し、統一
的な事務処理の調整を図った。採用見込み調査と職の整理を実施し、次年度当初予算編成に取り組んだ。

プラン名 1
人事管理の適正化

（人員配置の総合管理）
主管課 総務課 関係課

B
実績

取り組み項目・実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度

・昨年度まで委託していた「人事評価職員研修」を自主運営に切り替え、新採職員及び新任評価者への説明会・研修会
を実施した。また、会計年度任用職員の人事評価を開始するにあたり、マニュアルの作成、1次評価者となる副課長・係
長級職員への説明会・研修会を行い、評価を実施した。
・新型コロナウイルス感染症に対応した組織の編成及び会計年度任用職員の給与支給の体制づくり（システム導入、マ
ニュアル整備）に取り組んだ。

令和３年度

令和４年度

目標
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

１　人材育成の推進（続き）

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

0

0金額換算

00 0 0
改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0

120 0 0 2,338

②職員事務従事時間 実績時間 80 80 117 117

0 0 0 55

歳出 実績額 1,377 1,488 1,333 885

245 0 0 479

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 26 19 35 20

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

B
実績

目標

ウ．佐賀県市町等実務研修への職員派遣
目標

イ．能力開発のための体系的・計画的な研修プログラムの確
立

ア．多様な職場研修の推進

B
実績

B
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
・新型コロナウイルス感染症の影響により県内外での研修機会が減少したが、WEB研修を取り入れ庁舎内において研修
が受講できるようになった。同じく、自主研修も実施を見合わせたため、開催は2回で延べ45人程度の参加にとどまった。
・総合計画後期基本計画の策定にあわせ、人事評価マニュアルと連動した人材育成基本方針の素案づくりに着手した。

令和３年度

令和４年度

全課

実施内容
小城市人材育成基本方針に基づき職員の育成、研修
所研修やOJTを有効活用、階層別、分野別、専門研
修、職員の意識改革や能力の強化

見込まれる効果
判断・対応能力が向上し、能率的かつ質の高いサービス
が提供できる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度

・自ら学び考える職員の育成のため、新たな取組として自由参加型の自主研修を開催した。（10回開催、延べ235人の参
加）
・平成30年度小城市職員研修実施計画を作成し、研修の体系を明確にし、職員へ概要等の周知を徹底したうえで指名・
応募による研修参加を実施した。

令和元年度

・令和元年度も小城市職員研修実施計画を作成し、指名・応募による研修参加の取り組みを実施したが、大規模な豪雨
災害の影響により突発的な業務が発生したことで研修の機会が失われ、研修参加者が激減した。特に、自主研修は2回
の開催で延べ60人程度の参加にとどまった。
・法的素養の向上を目的として、合併後初めて佐賀県法務私学課に1年間職員を派遣した。

プラン名 2 職員の資質向上、専門的な技術の習得 主管課 総務課 関係課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

１　人材育成の推進（続き）

▲ 25,033合計効果額 ▲ 6,965 ▲ 36,195 18,128 0 0

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間外勤務抑制による減
（※時間外手当は2,500円/ｈで算出）

時間 ▲ 2,786

0 ▲ 10,013

金額換算 ▲ 6,965 ▲ 36,195 18,128 0 0 ▲ 25,033
計

時間 ▲ 2,786 ▲ 14,478 7,251 0

0

▲ 25,033金額換算 ▲ 6,965 ▲ 36,195 18,128

00 0 0

▲ 14,478 7,251 0 0 ▲ 10,013

計 0 0

0 0 0 0

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 156 141

0 0 0 0

歳出 実績額 0 0 0 0

155 0 0 452

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

実績

目標

エ．事務応援制度の検討
目標

ウ．事務手続きのマニュアル化及び引継ぎ方法のルール化

B

B
実績

イ．会議のルール化
目標

ア．時間外勤務の事前承認の徹底

実績

B
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度

・時間外勤務や休暇管理を行うことができる庶務事務システムの導入をはじめ、RPA等も含めた業務改善について検討
した。
・会議のルール化について、タブレット等のOA機器の整備に合わせて、マニュアルの素案づくりに着手した。
・職員の柔軟な勤務体制の確保及び子育てや介護と仕事の両立を支援しワークライフバランスの推進を図るため、在宅
型テレワークの導入に着手した。

令和３年度

令和４年度

全課

実施内容
会議時間短縮、恒常的時間外勤務の抑制、休暇の一
層の取得促進

見込まれる効果
長時間労働を抑制し、職員が心身ともに健康で持てる能力
を最大限発揮することができる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
・労働基準法の改正を踏まえ、職員勤務時間、休暇等に関する条例及び規則の一部を改正し、次年度以降の時間外勤
務の制限に関する整備を行った。
・事務引継書と留意点を職員へ周知し、内容を上司へ報告すること、公文書として保存することを徹底した。

令和元年度

・時間外勤務や休暇管理を行うことができる庶務事務システムの導入について、検討を行った。
・職員Webシステムのチャット機能を利用して、人事管理の質問に対する回答を常時表示し情報を蓄積していくといった、
簡易的なマニュアルづくりを試みた。
・事務引継書は、前年と引き続いて、内容を充実させること及び公文書としての重要性を意識するよう周知を行った。

プラン名 3 勤務環境の整備 主管課 総務課 関係課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

2　行政改革の推進

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

金額換算

00 0

0

0

0 0 5,110

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0 0

0 0 4,846

②職員事務従事時間 実績時間 1,183 1,418 1,650 1,675 1,785

0 0 0

歳出 実績額 1,060 1,176 967 995 2,884

R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

R3年度

実績
エ．評価結果の公表

目標

ウ．政策決定までのプロセス検討 B
実績

目標

B
実績

イ．年間のマネジメントサイクルの見直し
目標

R3年度 R4年度 進捗度

ア．職員研修・評価体制の強化
目標

各課に総合計画実施計画のローリング（聞取り）を実施した。行政評価の基となる総合計画の第2次小城市総合計画後
期基本計画策定作業（策定研修・策定会議・市民アンケート実施）を行い、施策体系や成果指標の見直し、現状と課題の
整理等に取り組んだ。また、総合計画後期計画策定に取り組むにあたり、行政評価のあり方を見直し、事務の効率化を
図った。

令和３年度

令和４年度

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度

B
実績

実施内容
行政運営のマネジメントサイクル（計画－実施－評価—
改善）を定着させる。毎年度、事業の優先度、貢献度の
評価を行うことで、課題を洗い出し改善につなげる。

見込まれる効果
職員の目的意識、コスト意識等の意識改革を図ることで、
より効果的な予算編成と政策決定の最適化につながる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
各課に総合計画実施計画のローリング（聞取り）を実施した。係長以下の職員を対象に事務事業マネジメントシート研修
を実施し、シート作成の精度向上を図った。政策決定が必要な事業について、事前評価の進め方を見直した。

令和元年度

各課に総合計画実施計画のローリング（聞取り）を実施した。全職員を対象に事務事業マネジメントシート研修を実施し、
シート作成の精度向上を図った。各事務事業の前年度の取組について担当課で1次評価を実施していたが、さらに事務
事業が属する施策の課長レベルで2次評価の一部を実施し、その内容を担当者にフィードバックすることで、改善内容の
共有を行い、マネジメントサイクルの見直しを行った。

令和２年度

プラン名 4 行政評価システムの活用 主管課 企画政策課 関係課 総務課、財政課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

2　行政改革の推進（続き）

0合計効果額 0 0 0 0 0

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

0 0
金額換算 0 0 0 0 0 0

計
時間 0 0 0 0

0

0金額換算 0 0 0 0 0

00 0 0

0 0 0 0 0

計 0 0

0 0 0 161

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 70 75

0 0 0 0

歳出 実績額 0 0 146 15

47 0 0 192

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

実績

目標

ウ．民間活力導入の実施
目標

イ．民間活力導入の可能性の検討

ア．民間活力導入が見込まれる施設やサービスの現状把握
と関係課ヒアリング

B
実績

B
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
コロナ禍でPPPに関する庁外セミナーは、オンラインでの開催が多くなり、参加者の増加につながった。国土交通省主催
の地域プラットフォームサウンディングもオンラインで参加し、新規事業について民間事業者からの様々な意見・アドバイ
スを受けることができた。新型コロナウィルス感染症感染拡大の影響により、市独自の研修は実施しなかった。

令和３年度

令和４年度

全課

実施内容
市所有施設管理運営等、行政サービスへの多様な民
間活力の活用を検討する。また、実施方法等について
は継続的に見直しを行う。

見込まれる効果

多様化、高度化する市民ニーズに適切に対応できる。
効率的・効果的な行政サービスの提供を図ることができ
る。
民間事業者等における新たな事業機会の創出や投資の喚
起を図ることができる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
PPP・PFI導入の検討・実施について職員研修を実施し、導入が見込まれる施設等の担当課には個別相談会を実施し
た。また、国土交通省主催の地域プラットフォームサウンディングに参加した。

令和元年度
国土交通省PPPサポーター制度の派遣サポートを活用し、先進地自治体の職員によるPPP・PFI職員研修を実施した。新
たに民間活力導入を検討している部署については、庁外セミナーや国土交通省主催の地域プラットフォームサウンディン
グにともに参加し、民間事業者との意見交換の場を設けた。

プラン名 5 民間活力の導入 主管課 企画政策課 関係課

民間活力を導入した場合の事業費差額

※PFI事業の場合は、VFMの評価、民間委託や指定管理の場合は導入前後の事業費差額
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

2　行政改革の推進（続き）

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

金額換算

00 0

0

0

0 0 4,250

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0 0

0 0 1,582

②職員事務従事時間 実績時間 600 1,200 1,950 1,450 850

0 0 0

歳出 実績額 595 2,066 891 354 337

R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

R3年度

Ｂ
実績

エ．地域のまちづくり事業の実施
目標

ウ．地域のまちづくりモデル事業の実施 Ｂ
実績

目標

Ｂ
実績

イ．地域づくり・まちづくりに関する勉強会・ワークショップの
開催

目標

R3年度 R4年度 進捗度

ア．「協働によるまちづくり検討委員会」での検討
目標

三里まちづくり協議会への補助金の交付、運営委員会にオブザーバーとして参加し、支援を行った。市民や地域、各種
団体を対象とした地域づくり・まちづくりの勉強会は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため開催できなかっ
た。1月28日開催の協働職員研修会において、まち協（地域運営組織）についても講義を受けて理解を深めた。

令和３年度

令和４年度

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度

Ａ
実績

実施内容
コミュニティや住民自治に関する情報提供
自主的・主体的な地域活動への参加促進

見込まれる効果

コミュニティや住民自治に関する情報を広く市民や団体に
提供し、市民のコミュニティ意識を高め、自主的・主体的な
地域活動への参加を促すことで、地域の課題解決や、地
域の魅力を活用した地域活性化が進み、住民自治に基づ
く個性豊かな地域づくり・まちづくりにつながる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度

平成28年度末より三里地区において地域のまちづくりモデル事業を実施していたが、平成30年6月に三里まちづくり協議
会が設立されたことにより地域のまちづくり事業として補助金を交付し支援を行った。また、平成30年10月に、協働による
まちづくり検討委員会から小城市における協働によるまちづくりの提言を受け、住民主体のまちづくりを推進していくこと
とした。

令和元年度
三里まちづくり協議会への補助金の交付、運営委員会へアドバイザーとして参加し、支援を行った。市民を対象にした地
域づくり・まちづくりの勉強会を３月に予定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染予防のため中止した。区長会へ
啓発のために説明に出向いたが、市民が主体となったまちづくり活動へつなげていくことができなかった。

令和２年度

プラン名 6 協働によるまちづくりの推進 主管課 企画政策課 関係課 関係各課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

2　行政改革の推進（続き）

0合計効果額 0 0 0 0 0

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

期日前投票所を減らすことによる減
時間

0
金額換算 0

計
時間

0

0金額換算

00 0 0

0

計 0 0

0

②職員事務従事時間 実績時間 1 1

0

歳出 実績額

1 1 1 5

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

－
実績

目標

エ．計画の実施（H33.3市長選挙任期満了選挙より）
目標

ウ．計画の実施（再度検討策定、委員会決定、公報）

Ｂ

Ｂ
実績

イ．計画の実施（意見調整）
目標

ア．計画の策定、委員会協議

実績

Ｂ
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
令和2年度に執行した市長選挙は、コロナ禍の影響により分散投票の観点から期日前投票を推奨することとした。そのた
め、期日前投票の設置期間短縮は見送った。なお、宣誓書を入場券の裏面に印刷することで受付時間の短縮を図った。

令和３年度

令和４年度

実施内容 期日前投票所数の検討 見込まれる効果
期日前投票所の効果的運用によって、業務の削減や人件
費の削減ができる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
期日前投票所の縮減について、選挙管理委員会で委員に説明し、協議した。4箇所中１箇所を減らすことは難しいとの意
見があった。

令和元年度
期日前投票所の縮減について、他市の状況選挙管理委員会で委員に説明し、本庁以外の期日前投票所の設置期間を
短期間に調整することについて了承された。

プラン名 7 選挙事務の見直し 主管課
選挙管理委員会事務

局
関係課

該当する予算事業がないため、記載なし

※コロナ禍での政策判断により、期日前投票所設置期間の見直し見送りのため進捗度「－」
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

2　行政改革の推進（続き）

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

金額換算

00 0

0

0

0 0 215

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0 0

0 0 0

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 40 100 75

0 0 0

歳出 実績額 0 0 0 0 0

R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

R3年度

B
実績

イ．改革提案の募集、集約、調整、推進
目標

R3年度 R4年度 進捗度

ア．改革提案制度の仕組みの検討
目標

令和2年10月に提案募集を行い、5件の提案があった。審査の結果、最優秀賞・優秀賞はなし、努力賞2件となった。提案
内容については関係課にその実施について働きかけを行った。昨年度の提案についても、関係課にその進捗状況を確
認し、一部の提案について、関係課での協議が行われた。

令和３年度

令和４年度

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度

A
実績

実施内容
新たな改革を受け付け、反映する仕組みをつくる。ま
た、改革提案の進捗管理を行い、各課横断的な検討が
できるようコーディネートを行う。

見込まれる効果 歳入増・歳出減・事務従事時間削減・市民サービスの向上

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
これまでの職員提案制度の取り組みについて調査し、その取り組み方法や問題点などを分析した。また、今後の取り組
み方法を検討した。

令和元年度
前年度の検討を踏まえ、庁内でスケジュールや方法などの決定を行い、令和元年10月に提案募集を行った。結果7件の
提案があり、審査の結果、最優秀賞なし、優秀賞1件、努力賞1件となった。関係課から提案の実現に向けた対処方針の
報告を受けるとともに、事務局からは今後実施に向けた検討を依頼した。

令和２年度

プラン名 8 新たな改革提案と改革推進の強化 主管課 企画政策課 関係課 全課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

3　健全な財政運営の推進

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

0

0金額換算

00 0 0
改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0

0 0 0 0

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 200 230

0 0 0 0

歳出 実績額 0 0 0 0

78 0 0 508

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

実績

目標

エ．補助団体への周知・説明、補助金の見直し
目標

ウ．ア、イの情報を整理後に補助内容等の精査

Ｂ

実績

イ．行政評価による評価、課題や問題点の洗い出し
目標

ア．補助事業の決算状況の確認、補助金申請書等書類の見
直し

実績

Ｂ
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
中期財政計画ヒアリング及び予算査定時に、関係課の今後の検討の方向性を再確認した。行革プラン検討会・意見交換
会を開催し、補助金毎の裁量度・関係法令を確認し、関係課間の情報交換を行った。

令和３年度

令和４年度

関係各課

実施内容
・市が交付する補助金の見直し
・補助金申請等書類の見直し

見込まれる効果
・補助事業の目的・効果等を精査し選択と集中を図る
・補助金に頼る体質からの自立をすることによる地域等の
活性化につながる

取り組み内容
（実　績）

平成30年度 決算時に（補助金の）決算状況の確認や関係課からの資料提出による補助の種類の洗い出しを実施した。

令和元年度
中期財政計画ヒアリング及び予算査定時に関係課聞取りを行い、見直しの可能性の確認を行った。
補助金関連事業の行政評価結果を基に課内で内部検討を行った。

プラン名 9 補助金の見直し 主管課 財政課 関係課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

3　健全な財政運営の推進（続き）

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

0

0金額換算

00 0 0
改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0

0 0 0 0

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 20 20

0 0 0 0

歳出 実績額 0 0 0 0

42 0 0 82

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

B
実績

イ．新たな財源の確保の洗い出し
目標

ア．既存の歳入源の確認 B
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
行革プラン検討会・意見交換会を開催し、既存財源の確認や活用法だけでなく、新規の資金調達の方法を含めて検討を
行った。
基金運用に関する研修会を行った。

令和３年度

令和４年度

関係各課

実施内容 ・貸付け、売却、広告等の対象拡大の検討 見込まれる効果
今後、人口減少や高齢化等による自主財源（主に市税）の
減や社会保障経費の増加が見込まれる中、また既存施設
の更新を控える中、健全な財政運営の推進につながる

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
本格的な取り組みはできていないが、歳入が見込める関係課について現状の聞き取りを実施した。（中期財政計画ヒアリ
ング時）

令和元年度
歳入が見込める関係課について、現状の聞取りを実施した。また、関係課と協議を行い、基金運用の改善案について検
討を行った。

プラン名 10 自主財源の確保 主管課 財政課 関係課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

3　健全な財政運営の推進（続き）

2,026,790合計効果額 773,119 617,289 636,382 0 0

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

617,289 636,382

時間的
効果

（実　績）

時間

0 0
金額換算 0 0 0 0 0 0

計
時間 0 0 0 0

0 0 2,026,790

0金額換算

2,026,790636,382 0 0

ふるさと納税寄附額 773,119

0

計 773,119 617,289

736,663 0 0 2,576,231

②職員事務従事時間 実績時間 2,500 2,500 2,500 1,335

1,373,045 0 0 4,603,021

歳出 実績額 914,358 1,187,717 1,088,722 750,846

2,300 0 0 6,135

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 1,579,797 1,829,749 1,861,841 1,368,135

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

B
実績

目標

エ．企業版ふるさと納税の推進
目標

ウ．クラウドファンディングの推進

B

実績

イ．市の知名度向上の推進
目標

ア．自主財源確保の推進

実績

B
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
自治体間の競争が更に激化している上、ふるさと納税制度の変更により人気返礼品が県内で平準化され、差別化ができ
なくなったが、広告の在り方等を工夫して取り組むことで、最終的に前年を上回る寄附をいただくことができた。また、企
業版ふるさと納税に係る地域再生計画が認定され、企業版ふるさと納税を受け入れる体制を整えた。

令和３年度

令和４年度

実施内容
ふるさと納税の推進（企業版ふるさと納税・クラウドファ
ンディング）

見込まれる効果

ふるさと納税を推進し、自主財源の確保を図る。小城市以
外在住の寄附をしていただいた方へ、お礼として小城市の
特産品を送ることにより、地元業者の売上向上に伴う地域
活性化につなげる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
自治体間の競争が激化している中で広告等を強化して取り組み、前年を上回る寄附をいただき、市の知名度向上の推
進につながったと考える。しかし、返礼品を3割以下にする等の制度改正により、目標額に届かなかった。

令和元年度
過度な返礼品競争等を規制するため、ふるさと納税制度が大きく変更され、返礼品だけでなく、広告の在り方や募集に係
る費用割合にも厳しい制限がかかった。ポータルサイトの拡充や新規返礼品事業者の掘り起こし等を行ったが、前年と
比較し大幅な寄附額減となった。

プラン名 11 ふるさと納税の推進 主管課 総合戦略課 関係課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

3　健全な財政運営の推進（続き）

令和３年度

・月2回の夜間納税相談を継続実施するとともに、市報で納期限の通知や口座振替の勧奨を行った。
・庁内担当者向け徴収事務研修会（計10回）を開催するとともに、公課担当課にｱﾝｹｰﾄを実施し、滞納整理の現状把握と
情報共有を行った。また、昨年度に続き所有者が特定できない空き家について、その解消のため定住推進課と連携を
図っているが、相続財産管理人制度の活用案件はなかった。
・令和2年度から口座振替不能通知を廃止し、事務の効率化と費用削減を図った。
・新たな納付方法として、令和3年度からｽﾏｰﾄﾌｫﾝｱﾌﾟﾘを利用して納付できる環境を整備した。

令和２年度

令和元年度

・昨年度に続き、月2回の夜間納税相談窓口を継続的に行なった。
・市報では納期限や、「国民健康保険制度について」のお知らせを連載（全10回のうち、国民健康保険税に関する内容5
回）し、周知を図った。
・徴収事務研修会を各回2時間で計10回実施し、研修を受けた国保年金課は滞納処分を執行した。また、固定資産税の
適正な課税に向けて、所有者が特定できない空き家について、定住推進課と連携し相続財産管理人制度を活用し、その
解消を図っている。
・収納率向上を目的とした、新たな納付方法（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ決済）を検討するため、情報収集を行った。

134,798合計効果額 64,959 49,088 20,751 0 0

0 0
金額換算 0 0 0 0 0 0

計
時間 0 0 0 0

金額換算

134,7980 0

130

　他課による滞納処分 0 150 127 0 0 277

　口座振替不能通知の廃止 0 0 130 0 0

0

0 58,980

　【参考】徴収率
（個人市民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税の
合計）

95.21% 95.69% 95.71% 0 0 0

0 0 1,017

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

　徴収率向上による前年度との比較 35,202 22,796 982 0

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 64,959 49,088 20,751

0 0 21,087

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 334 350 333

0 0 16,094,859

歳出 実績額 7,938 6,500 6,826 7,370 6,891

R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 5,284,704 5,295,678 5,310,064 5,393,527 5,391,268

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

R3年度

B
実績

エ．　新たな収納率の向上・滞納整理の強化の検討
目標

ウ．　滞納整理マニュアルの作成と関係課による情報共有 B
実績

目標

B
実績

イ．　口座振替やコンビニ収納の推奨と広報の充実
　　　（期限内納付の周知・徹底）

目標

R3年度 R4年度 進捗度

ア．　夜間納税相談窓口（第２、第４木曜日）の継続実施
目標

令和４年度

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度

B
実績

実施内容 市税等の収納率の向上と滞納整理の強化 見込まれる効果
市民の納税意識の高揚を図るとともに、健全な財政運営を
推進するため、市税等の滞納整理を充実・強化する。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度

月2回の夜間納税相談窓口を継続的に行なうとともに、課の封筒に納期一覧・口座振替・コンビ二推奨の印刷を行ない期
限内納付の周知を図った。また、市より支払う報酬・報償費等、各課の情報提供（協力）により、滞納整理・滞納処分実施
が強化された。更に、徴収事務研修会（公課及び滞納処分の例によって徴収することができる事務担当者を対象）を1回
実施した。

プラン名 12 収納率の向上・滞納整理の強化 主管課 税務課 関係課 関係各課

　市税等の滞納整理による取立額 29,757 26,142 19,512 0 0 75,411
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

3　健全な財政運営の推進（続き）

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

金額換算

00 0

0

0

0 0 100

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0 0

0 0 0

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 20 25 55

0 0 0

歳出 実績額 0 0 0 0 0

R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

R3年度

Ｂ
実績

イ．行政評価による評価、課題や問題点の洗い出し
目標

R3年度 R4年度 進捗度

ア．受益者負担の状況確認
目標

負担金・分担金の関係課より負担率、負担額、法的根拠、現状と課題の状況の情報収集を行った。行革プラン検討会・
意見交換会を開催し、改善のための問題点をその中で話し合った。

令和３年度

令和４年度

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度

Ｂ
実績

実施内容
分担金・負担金・手数料・使用料等の受益者負担の見
直し

見込まれる効果
今後、人口減少や高齢化等による自主財源（主に市税）の
減や社会保障経費の増加が見込まれ、また既存施設の更
新を控える中、健全な財政運営の推進につながる

取り組み内容
（実　績）

平成30年度 本格的な取り組みはできていないが、関係課について現状の聞き取りを実施した。（中期財政計画ヒアリング時）

令和元年度 中期財政計画ヒアリング及び予算査定時に関係課へ聞取りを実施した。

令和２年度

プラン名 13 受益者負担の見直し 主管課 財政課 関係課 関係各課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

3　健全な財政運営の推進（続き）

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

0

0金額換算

00 0 0
改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0

0 0 0 0

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 10 10

0 0 0 0

歳出 実績額 0 0 0 0

79 0 0 99

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

B
実績

イ．行政評価による評価、課題や問題点の洗い出し
目標

ア．減免の状況確認 B
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
関係課より各施設に係る費用の情報収集を行い、施設ごとの収入と支出の状況を確認した。行革プラン検討会・意見交
換会を開催し、改善のための問題点をその中で話し合った。
今後、光熱費の減免規定や、旧町からの減免規定について課題が洗い出された。

令和３年度

令和４年度

関係各課

実施内容 減免制度の見直し 見込まれる効果
今後、人口減少や高齢化等による自主財源（主に市税）の
減や社会保障経費の増加が見込まれ、また既存施設の更
新を控える中、健全な財政運営の推進につながる

取り組み内容
（実　績）

平成30年度 減免制度に関係する条例や要綱の確認を行った。

令和元年度 中期財政計画ヒアリング及び予算査定時に関係課へ聞取りを実施した。

プラン名 14 減免制度の見直し 主管課 財政課 関係課

-14-



第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

3　健全な財政運営の推進（続き）

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

0

0金額換算

00 0 0
改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0

0 0 0 0

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 587 500

0 0 0 0

歳出 実績額 0 0 0 0

574 0 0 1,661

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

Ｂ
実績

目標

エ．基金残高の減少を踏まえた事業の精査
目標

ウ．ア、イの情報を整理後、市の全体総量を把握し、基金残
高を考慮した予算編成を行う

Ｂ

Ｂ
実績

イ．行政評価制度、事前評価会議等に基づく予算配分を行う
目標

ア．総合計画実施計画との整合を図りながら中期財政計画
のローリング作業を行う

実績

Ｂ
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
　各課からヒアリングを行い、中期財政計画のローリングを実施。次年度当初予算編成にあたり、行政評価会議、事前評
価会議及び中期財政計画を考慮した。事業ごとの裁量度、削減余地の確認を行い、部長会や経営戦略会議で説明・協
議を重ね、総事業費の縮減につなげた。

令和３年度

令和４年度

実施内容 歳入減見込み分の歳出激減緩和 見込まれる効果
今後、人口減少や高齢化等による自主財源（主に市税）の
減や社会保障経費の増加が見込まれ、また既存施設の更
新を控える中、健全な財政運営の推進につながる

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
　各課からヒアリングを行い、中期財政計画のローリングを実施。次年度当初予算編成にあたり、行政評価会議、事前評
価会議及び中期財政計画を考慮した。

令和元年度
　各課からヒアリングを行い、中期財政計画のローリングを実施。次年度当初予算編成にあたり、行政評価会議、事前評
価会議及び中期財政計画を考慮した。基金残高の減少に伴う緊急課長説明会を行い、全事業の削減方針を示すことで
総事業費の縮減につなげた。

プラン名 15 収支バランスの適正化 主管課 財政課 関係課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

4　業務執行体制の充実

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

0

0金額換算

00 0 0
改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0

356 0 0 364

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 40 80

0 0 0 0

歳出 実績額 0 0 4 4

480 0 0 600

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

B
実績

目標

ウ．マイキープラットフォーム（自治体ポイント）の検討
目標

イ．マイナポータルの利用促進

ア．マイナンバーカード普及のための情報収集、検討

B
実績

B
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度

マイナンバーカード交付円滑化計画・マイキーID設定支援計画に基づき、会計年度任用職員の配置や休日窓口の開設
など、マイナンバーカード申請やマイナポイント申込支援の対応を強化した。マイナポータルの新たな活用として、特別定
額給付金申請で408件の利用があったほか、健康保険証利用申込の受付を開始した。R2年度マイナンバーカード交付
11,016件、R3.3.31現在交付率24.3％、マイナポイント申込支援1,695件。

令和３年度

令和４年度

関係各課

実施内容
マイナンバーカードの行政サービスにおける利用範囲
拡大を検討し、普及を促進する。マイキープラットフォー
ムなども積極的に検討を行う。

見込まれる効果 行政事務の簡素化、市民生活の利便性向上

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
マイナンバーカードの活用について、各課から国等の通知など情報収集を行った。また、マイキープラットフォームの利用
についての会議に参加し、今後の活用について検討を行った。H31.3.31現在マイナンバーカード交付率9.1％。

令和元年度

マイナンバーカードの活用に係る国県の会議等に参加し情報収集を行うとともに、マイナンバーカードを活用した消費活
性化策「マイナポイント」を推進するため、R1.10.9付けでマイキープラットフォーム運用協議会に加盟した。また、マイナン
バーカード交付円滑化計画及びマイキーID設定支援計画を立て、マイナンバーカードの普及・利用促進について、庁内
での調整を行い、住民への支援体制を整えた。R2.3.31現在マイナンバーカード交付率12.2％。

プラン名 16 マイナンバーの活用 主管課 企画政策課 関係課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

4　業務執行体制の充実（続き）

3,324合計効果額 3,324 0 0 0 0

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間

0 0
金額換算 0 0 0 0 0 0

計
時間 0 0 0 0

3,324

0金額換算

3,3240 0 0

保育園の民営化 3,324

0

計 3,324 0

0 0 0 0

②職員事務従事時間 実績時間 300 150 192 158

0 0 0 0

歳出 実績額 0 0 0 0

172 0 0 522

R3年度 R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

Ｂ
実績

目標

ウ．　個別施設計画の策定
目標

イ．　公共施設等総合管理計画の進捗管理

ア．　公共施設増減の把握

Ｂ
実績

Ｂ
実績

目標

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 進捗度

令和２年度
個別施設計画を策定するため、対象となる課に対しヒアリングと進捗状況確認を行った。また、大分類施設の5施設にお
いて個別施設計画の策定となった。（個別施設計画策定数9/11）
三里保育園は令和３年度より民営化された。

令和３年度

令和４年度

関係各課

実施内容
公共施設増減の把握と総量削減目標に向けた公共施
設等総合管理計画の進捗管理及び個別施設計画の策
定

見込まれる効果

公共施設等の全体を把握し、長期的な視点を持って、更
新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財政
負担を軽減平準化するとともに、公共施設等の最適な配
置を実現することができる。

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
大分類施設の文化施設、社会教育施設等、計11施設の個別施設計画を策定するため、対象となる課に対しヒアリングを
実施した。（個別施設計画策定数3/11）（H30金額的効果実績額：H29年度末に民営化した岩松保育園施設管理分）

令和元年度
個別施設計画を策定するため、対象となる課に対しヒアリングと進捗状況確認を行った。また、大分類施設の1施設にお
いて個別施設計画の策定となった。（個別施設計画策定数4/11）

プラン名 17 公共施設等の総合管理 主管課 財政課 関係課
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

4　業務執行体制の充実（続き）

0合計効果額 0 0 0 0 0

0 0
金額換算 0 0 0 0 0 0

計
時間 0 0 0 0

金額換算

00 0

0

0 0

0 0 1,200

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

0 0 0 0

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0 0

0 0 8,514

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 500 700 0

0 0 0

歳出 実績額 0 0 8,514 0 0

R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

R3年度

Ａ
実績

イ．小城市民病院と多久市立病院との統合検討
目標

R3年度 R4年度 進捗度

ア．新病院設立候補地の選定に係るコンサルティング委託
目標

令和３年度

令和４年度

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度

Ａ
実績

実施内容
小城市民病院と多久市立病院との統合検討（医療機
能の充実、経営の合理化・安定化）

見込まれる効果
医療機能の充実、経営の合理化・安定化、将来にわたり効
率的かつ質の高い医療供給体制

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
新病院設立候補地の選定に係るコンサルティング委託については完了。統合検討については継続して取り組み中。目標
としていた統合病院候補地選定及び統合の合意までは至っていない。

令和元年度
統合病院の建設候補地が選定され、両市で小城市民病院と多久市立病院を統合した新たな公立病院の設置について
の覚書を交わし、統合することを決定した。統合の必要性や経緯について各校区で市民への説明会を開催した。

令和２年度

プラン名 18 公立病院統合検討 主管課 総合戦略課 関係課 市民病院事務局

方針が決まり次第算出方法記載するので、現状記載なし
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第４次小城市行政改革プランの各取り組み

[各プランの実施状況の見方] 

取り組み項目・実施スケジュール ・・・ 目標： 取り組む予定の項目を黄で塗りつぶし

実績： 取り組んだ項目（目標値の入力のない項目も含む）を赤で塗りつぶし

※年度の四半期ごとに枠を設定し、特に時期を特定して実施した場合は該当時期のみ塗りつぶし

進捗度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完了を「A」、進行中を「B」、未着手を「C」（※空欄…取組目標時期未到来）

事業費・事務従事時間の実績 ・・・・ 改革プランに要した事業費及び事務従事時間

改革による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 改革プランに取り組んだ結果得られた効果

（金額的効果、時間的効果）

4　業務執行体制の充実（続き）

金額換算

0

0 0

金額換算 0 0 0 0 0 0
計

時間 0 0 0 0

0

0 0

0

0 0 203

改
革
に
よ
る
効
果

金額的
効果

（実　績）

時間的
効果

（実　績）

時間 0

計 0 0 0

0 0 28

②職員事務従事時間 実績時間 0 0 48 20 135

0 0 0

歳出 実績額 0 0 28 0 0

R4年度
累計

（H30～R4）

①全体事業費(千円)
歳入 実績額 0 0 0 0 0

事業費・事務従事時間の実績
H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

H30年度
（実績）

H31年度
（実績）

R2年度
（実績）

R3年度

B
実績

ウ．出張所の在り方検討
目標

B
実績

イ．窓口サービスの在り方検討
目標

R3年度 R4年度 進捗度

ア．窓口サービスについての課題抽出、情報収集
目標

窓口部署を対象に、窓口対応をしている担当者に課ごとに現状や課題の聞き取りを行った。その後管理職にも課ごとに
聞き取りを行い、課題の共有を図った。聞き取りの際に、出張所での取り扱い業務の内容や件数などについても確認を
行った。出張所では、一部で会計年度任用職員を配置し、経費の削減を図った。

令和３年度

令和４年度

実施スケジュール
年度

H30年度 R1年度 R2年度

B
実績

実施内容

窓口サービスの課題を洗い出し、関係各課で協議し、
より市民が利用しやすい窓口サービスの検討を行う。
また、現在3か所ある出張所について、今後の方向性
を検討する。

見込まれる効果 市民に対する窓口の利便性の向上

取り組み内容
（実　績）

平成30年度
職員向けの窓口改革改善研修を実施した。窓口サービスのあり方について参考となるセミナーに参加し、先進地事例に
ついて研究した。また実際に参考となる自治体に視察を行った。

令和元年度
他自治体の窓口業務の民間委託導入について情報収集を行った。また、窓口部署職員を対象に窓口対応・体制の現状
や課題についてアンケートを実施した。出張所の職員体制について、会計年度任用職員の活用の検討を行った。

令和２年度

プラン名 19 窓口サービスの見直し 主管課 企画政策課 関係課 関係各課
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